
はじめの一歩 

３月 31 日（水） ～ 4 月 1 日（木） 

ＩＮ 京都市立花脊山の家 

 午前 午後 夜 

1 日目 レクリエーション レクリエーション、施設へ移動 キャンプファイア 

2 日目 清掃・野外炊飯 野外炊飯・片付け・解散  

 

一日目：  おはようございます！京都駅に初めましてのメンバーが集まって、ドキドキの一泊二日のキャンプ

がスタートです！日中は京都府立植物園をフィールドに行いました。じゃんけんゲームで緊張をほぐした

ら、次はグループ対抗のリレーです。“ボール渡しリレー”と“ごちゃまぜリレー”の二種目を行い、しっ

かりと体を動かしました。このゲームの順位によって二日目のカレーの具材が決まるため、どのグルー

プも一層気合が入ります。ゲームの後は、グループごとにレジャーシートを広げて昼食を取りました。午

後からはグループで植物園を探検していくつかの課題をクリアするレクリエーションに挑戦しました。レ

クリエーション中は、どのグループも会話に花が咲き、ミッションを通してグループの仲をより深めてお

られました。レクリエーションを終えたら、植物園を出発し、花背山の家行きのバスに乗り込みます。一

時間ほどバスに揺られて施設に到着し、最初にオリエンテーションを行ってから、食堂で夕食をいただ

きました。美味しいご飯でお腹を満たした後は、いよいよ皆が楽しみにしていたキャンプファイヤーで

す！ファイヤー場に移動し、全員で火を囲んで様々なレクリエーションで盛り上がりました。この日は天

気が良かったため星がとても綺麗に見え、皆が楽しんでいる様子を空から明るく照らしてくれているよ

うでした。 

二日目：  二日目の朝、早い起床にも関わらず、元気な声が各部屋から聞こえてきて、テキパキと身支度

を整えたり、荷物を整理したりするメンバーの姿がありました。朝食後、お世話になった部屋を綺麗に

掃除してから、二日目のメインの活動、野外炊飯を行いました。お肉と野菜の組み合わせがグループご

とで違うため、八通りのカレーが出来上がります。各グループ、野菜係とかまど係、お米係で役割を分

担し、早速調理に取り掛かりました。野菜係は、刃物の扱いに気を付けながら具材を切っていきます。

かまど係は、まず火の燃料となる木の枝を拾い集める事から始め、リーダーから教わった薪組をして火

を付けます。お米係は、皆が家から持参したお米を大切に洗い、飯盒にセットしました。自分の役割が

終わったメンバーは、使った道具を洗って片づけたり、他のメンバーの様子を見て手伝ったりと、空いた

時間を使ってグループの為に動く姿が見られました。そうしてカレーが完成し、出来上がったグループ

から「いただきます」をして食べ始めました。自分達で作ったカレーは特別に美味しく感じ、どのグルー

プも鍋がすぐに空っぽになっていました。「ごちそうさま」をしたら、最後の後片付けです。鍋や飯盒を

洗ったり、かまどを掃除したりと大忙しでしたが、各々が自分の任された役割を最後までやり遂げよう

と、丁寧に取り組む姿が見られました。片づけを終え、施設を出発するまでの間に、レクリエーションを

楽しみました。特に盛り上がったのが“フラフープリレー”でした。グループで一周する速さを競ったり、

リーダーチームと対決したりするなど、大いに盛り上がりました。最後は、全員で一つの輪になって、制

限時間内にフラフープを一周させる事に挑戦し、達成後に自然と拍手が起こりました。施設を出発する

時間を迎え、お世話になった施設と職員の方にお礼を言ってから、帰りのバスに乗り込みました。疲れ

が出たのか眠ってしまうメンバーも多く、帰りの車内はとても静かでした。京都駅に到着し、解散時、お

互いに手を振り合い、二日間で出来た友達やリーダーとの別れを惜しみながら、それぞれの帰路に就

かれました。 

 

 

＜キャンプ総括＞ 

 

この度は、「スプリングキャンプ はじめの一歩」にご参加いただき誠に有難うございました。まだまだ大変な状

況が続いている中、40 名を超える方々のご参加をいただき、本当に嬉しく、無事に開催できたことがとても幸せ

な事だと感じております。また、事前に日頃から検温等にご協力いただいたおかげで、より安全なイベントの開催

に繋がったと思っております。重ねて感謝申し上げます。今回のキャンプは、初めての場所、初めて会う友達、初め

ての体験など、様々な「初めて」を通して、色々な事を感じ取り一人一人の成長に繋がればと考えながら、プログ

ラムを組みました。新学期を迎えるタイミングでこうしたキャンプに参加されることで、「生きる力」が育まれ、今後

の生活がより豊かで楽しいものになる事をリーダー一同願っております。そして、夏にも同じキャンプを企画してお

りますので、是非ご参加いただき、今回の経験を活かしていただけたらと思います。        （生田 千恵） 


